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KITAGAWAKunikazu

本稿は本誌第16号(96年12月)に 発表 した 「ノルウ ェーの学校教育一その概要 、共通教

育理念 と後期中等教育制度 一」の続編である。

前編執筆後、1997年9月2日(火 曜)か ら5日(金 曜)に かけて、 ノルウェーの首都 オ

ス ロにおいて1つ の小学校 、2つ の中学校、2つ の高等学校、2つ の教育行政機関を訪問

して見学、聞 き取 り、資料収集を行 なった1)。 本稿ではこの訪問で得た知見を踏 まえて、

主と して、前編では触れることの少なか った同国の義務教育学校 の状況 についてまとめる

ものである。

高等学校教育及び教育制度 ・教育行政にっ いてのまとめは、別の機会 を期 したい。

なお、本稿で特 に注記 しない事項 は、訪問校での見学 ・聞き取 り及びそ こで提供 された

資料に基づいてい る。

(一)義 務教 育 と97年 改革

(1)義 務 教 育 の 制 度 ・教 育 課 程 と97年 改 革

ノル ウ ェー で は、1969年 の 「基 礎 学校 に関す る法 律」 に代 わ って 「教育 お よび訓 練 に 関

す る法 律」(、 乙000〃ZO≠)1)此む万η9/2)が 施 行 され 、 義務 教 育 に っ い て1997年8月 の新 学 年

度 の課程 か ら 「97年 改革 」(1セ ゆ7〃z9刀 が 始 め られ た 。 この 改 革 は、 前 編 で紹 介 した 同

国 にお け る全面 的 な教 育 改 革 の一 環 で あ り、 と りわ け 「94年 改 革」(R⑳ 槻94ノ と呼 ば

れ る後期 中等 教 育 改革 と連 動す る もので あ る。

この97年 改 革 に よ って 、従来 、義務 教 育 は小学 校(barneskole)6年 間(7-13歳) 、

中学 校(ungdomsskole)3年 間(13-16歳)で あ った が 、就学 前(forskole、 プ レス クー

ル)の1年 間 が義 務化 され て小 学校 に編 入 され 、小学 校 が 低年 齢段 階(smaskoletrinnet)

4年 、 中 間段 階(mellomtrinnet)3年 の計7学 年 制 と な り、 中学 校 の3ケ 年 と合 わせ て
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義務教育が10年 とな った3)。 また、小学校 、中学校 の新教育課程が次 のように導入され

ることとなった。

1997//98学年度:第1学 年/就 学前

第2、 第5、 第8学 年

1998/99学 年度:第3、 第6、 第9学 年

1999/2000学 年度:第4、 第7、 第10学 年

新教育課程 の基準は、① ノル ウェーにおける初等、中等および成人教育のためのCO1ぞE

CσR1ぞ1C硯 σM(共 通教育要綱):一 般部 分、② 義務教育のための原則 と指針、③科 目

要綱(subjectsyllabuses)に よ って構成 され る。

新1年/プ レスクール学年にっいては、19人 以上の学級には2人 の教員が充 てられ る。

また、当面、従来の小学校教員およびプ レスクール教員 のどち らにもこの生徒 を教える資

格が認め られ 、プ レスクール教員はさらに研修を受けて低年齢段階(第1学 年～第4学 年)

を担当す る資格が認め られ ることになる。

10年 制義務教育学校は、 「全ての者 に同一の学校」の原則を強化す るものであ り、原則

として全生徒 は同一の課程で同一一の科 目を学び、科 目要綱に示 された教育 内容は授業 に対

す る共通の拘束 力ある基礎 を成す ものであ るとされ、新教育課程では共通 の科 目内容が強

調 されてい るが 、同時にそれを地方的条件および個別の生徒に適合させ ることも可能とさ

れ ている。

97年 学習指導要領("7'加C〃 々6κ1α∫∂7'加10一 ッ6α71)7伽 α7ッ醐 ゴ乙oω6L∫660η4αη

Sc加orof1997。 学校、教育行政機関 において"L97"と 略記 され る。)は 、学科交流

的 な授業(inter-disciplinaryteaching)を 含む主題 的授業(thematicallyorganised

teaching)を 授業方法 と して義務づけた。 又、97年 学習指導要領は、 プロジェク ト学習

(projectwork)を 学校 におけ る授業方法 と して義務づけた。 主題 的授業 によって生徒

は全体的で意味 に満ちた事物の性質(nature)に っいての教授を受ける。 また、プロジェ

ク ト学習においては、生徒 自身が学習課程 において能動的な役割 を果 た し問題 に基づいて

具体的 な結論 と結 果 に対す る基 礎 と しての情報 を獲得 しなけれ ば な らず 、教 員は監 督

(supervisor)と しての重要 な役割 を果たすべきであると考え られている4)。

なお、97年9月5日 、オスロで ノウェー政府オスロ及びアケルシュス教育局(STATANS

UTDANNINGSKONTORIOSLOOGAKERSHUS)を 訪ねた。その時 の教育局

長(UTDANNINGSDIREKTのR)の ビヨルグ ・エルスタ ッ ト(Bjφrgのlstad)氏(女

性)の 説明によると、この教育課程改革は、①男女平等、② 児童生徒のニーズに適合 した

教育 、③子 どもの能力を伸ば し得 る教育 とい う考え方 を授業方法 に取 り入れ 、プロジェク

ト法を重視 し、第1学 年の授業は一斉教授方式 の授業 は約25%で プロジ ェク ト法による授

業が75%、 学年進行 とともに教授授業の比率が増 し第10学 年の高等学校第3学 年では教授
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方式授業 を約80%と す る計画であるという。

(2)義 務 教 育 学 校 の 科 目 時 間 配 当

国 の定 め では 、義 務教 育学 校 におけ る必 修教 科 は 、次 によ う に定 め られ て い る。

●キ リス ト教 、他 の宗教 お よ び道徳 教 育(Christianlty,・therreligi・nsandm・raleducati・n)

●ノル ウ ェー語

●算 数 ・数学

●公 民科 又 は社 会科(Civics/s・cialst鱗dies)

●美 術 お よび工 芸

●理 科 お よび環 境科 目

●英 語

●家 政 科

●体 育

●追 加科 目

この外 に 、学校 お よび生 徒 が選ぶ 科 目のた め の時 間 を加 え る こ とが可 能 とされ て い る。

また 、上 記 の 「追 加科 目」 では 、① ノル ウ ェー語 、英 語 以外 の、生 徒 が選 ぶ 言語 科 目、

② 既 習 の ノル ウ ェー 語 、英 語 又は身 ぶ り語 学 習 を深 化す る科 目、③ 実 践 的 な プ ロ ジ ェク ト

学 習 、の3っ の う ちの1っ が提供 され る5)。

表1オ スロ市小学校、中学校の授業時間配当

教 科 小学校段階 中学校段階

学 年 学 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

キ リス ト教 76 76 76 76 76 76 76 76 76 95

ノル ウェー語 266 266 266 266 190 190 209 190 152 190

算数 ・数学 114 152 152 152 152 152 152 152 114 152

社会科 38 38 76 76 114 76 114 114 114 152

美術及び工芸 38 38 76 76 152 114 114 76 76 76

理科及び環境科目 38 38 76 38 76 76 95 114 114 114

英語 0 19 38 38 114 76 114 114 114 114

音楽 38 38 38 38 76 76 76 38 38 38

家政科 0 0 0 76 0 114 0 0 114 0

体育 76 76 76 76 76 76 114 152 76 76

選択科目 0 0 0 0 0 0 0 76 114 114

生徒評議会 ・学級評議会 0 0 0 0 0 0 0 38 38 19

自由活動 114 95 38 0 0 0 0 0 0 0

学校選択 ・生徒選択 38 38 38 38 38 38 38 0 0 0

合 計 836 874 950 950 1064 1064 1102 1140 1140 1140

週当たり授業時間単位数 22 23 25 25 28 28 29 30 30 30

(注)※ 数値は45分 を単位とする授業単位数を示す
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オ スロ市 の小 学 校 お よ び中学 校 で1997/98学 年 度 か ら行 なわれ る教 育 にっ い て見 ると、

そ の授 業 時 間配 当は 、表1の とお りで あ る6)。

科 目欄 に挙 げ られ て い る科 目を見 る と、 「KRL」 は"KRL=ReligiousInstruction

andEthicalEducation"と 説 明され てい るが 、 国が 挙 げ てい る 「キ リス ト教 、 他 の宗 教

お よび道 徳教 育 」 に 当た る。 又 、 「社 会 科 」は 、 国 の挙 げ る 「公 民科 又 は社 会科 」 に当た

る。 「選 択 科 目」(Electives)と 「生徒 又 は学 級 評議 会 」(Pupil/C!assCouncil)お よ

び 「自 由活 動」(FreeActivities)と い う科 目は 、 国で は これ らの名 称 は 直接 には 挙 げ

て い ない。 オ ス ロ市 の上 記授 業 時 間配 当 は、 国 の定 め る最 小 限 単位 時 間 総 数 よ りも、722

単 位時 間 多 い。

(3)義 務 教 育 学 校 の 父 母 組 織 、 生 徒 組 織 、学 校 運 営組 織

また、公立義務教育学校 においては、学校運営お よび生徒 、父母 の諸組織が設け られて

おり、オ スロ市教育長編集の文書では、次のように説明され ている7)。

【父母評議会】(Foreldrerad)各 学校に設置 され 、その学校 に通 う生徒の親全員で

構成 され る。父母評議会は、父母および保護者の共通の利益 を保護す ることおよび父母が

良い学校環境 を創造す ることに能動的 に貢献す ることに責任 を有す る。

【父母評議会運営委員会〕(Foreldrearbeidsutvalg。FAU)通 常各学級の父母代表

で構成 され、この中か ら2人 が学校の調整委員会委員に選ばれ る。

【学級の父母代表】(父 母評議会学級委員)学 級生徒の父母の中か ら女性1名 、男性

1名 が選ばれ る。一方で学級の父母 ・保護者の間で、他方で父母評議会運営委員会の間で、

学級教員 と父母 との協同をとりもっ。学級の父母代表は、○父母一学級教員会議 の企画 ・

開催、 ○学校 内外の環境 に関す る問題 の討論、 ○学級父母への父母評議会運営委員会の活

動 に関す る情報提供、 ○生徒 と父母の連絡網の作成 、○学級遠足の準備への参加等の役割

を果たす。

【生徒評議会】(Pupiles'Counci1)各 中学校では生徒評議会が設け られてきたが 、

新教育法は、 これを中間段階(第5学 年～第7学 年)に 拡大 した。初等段階 のどの学校 に

も生徒評議会がっ くられ得 るようになり、通常 、各学級 は生徒評議会への代表 を選 出す る。

【学級評議会】(ClassCouncil)各 学級 にその全生徒を構成員 とす る学級評議会が

設け られ る。

【調整委員会】(TheCoordinatingCommittee)各 学校には調整委員が設置 され、

これは教員/プ レスクール教員の代表2名 、その他 の職員の代表1名 、父母評議会か らの

代表2名 、生徒評議会か らの代表2名 か ら成 る。校長 とコミューネ(kommune。 市、町

又は村)に 任命された委員とが コミューネを代表 し、校長が事務を担 当す る。議事が守秘

事項 に及ぶ ときは、生徒代表は席 を外さなければ ならない。調整委員会の仕事は、学校社
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会の多様な当事者の接触と協同を奨励しその活動を調整することである。調整委員会は学

校に関するあらゆる問題に関して見解を表明し学校の諸活動に影響を及ぼすことが認めら

れている。しかし、給料及び労働条件並びに個人的事項に関する決定は扱ってはならない。

(二)ル セチ ェルン小学校

9月3日9時 、オス ロ中央駅か らSki行 き電車で南方へ約8.5km、Holmlia駅 で下車徒

歩数分、Nord帥ein1,n-12510sloに 位置す るルセチ ェル ン小学校Lusetjernskoleを 訪

問 した。

リングス ター ド(Lyngstad)校 長(女 性)、 教員 のアームス グコークさん、調整委員会委

員長のブ ッシュマンさんにイ ンタ ビューに応 じていただき、主 として校長か ら説明を受け、

い くっかの授業参観 を した。

学校 の組織構成は、次のとお りである。

生徒(elver)410名 。

学級(klasser)17学 級

(第1～5学 年各3学 級、第6学 年2学 級)

職員総数47名 。

教員(1εerere)42名

(校長rektor1名 を含む)

助手(assist)3名

事務職員(sekretεer)1名

用務員(vaktmester)1名 。

1997/98学 年度か ら小学校は7年 制 になっているにもかかわ らず この学校 に第7学 年が

ないのは当校が94年8月 か ら開設 された という特殊事情によっている。す なわ ち、当校は

隣接校の収容力不足解消のため、94/95年 度 に第1学 年 、第2学 年及び第6学 年で発足 し

た。発足時の2学 年は97年8月 には従来の制度によれば第5学 年 になるところであるが、

制度改革で第6学 年にな った。その1年 上の学年は元々在校生が ないのだか ら第7学 年 は

欠けているのである。

図1は 校舎 ・教室の配置図である。校舎は、A～Gの7棟 からなり、1階 がワーク ・ショッ

プ用 ・2階 が教員 のdataroomそ の他 の部屋か らなるA棟 以外 は全 て平屋で学年毎 にま

とまって教室が割 り当て られてお り、各教室はそれぞれ戸外への出入 口をもっている。特

殊教室 としては、美術室(formingsrom)、 音楽室(musikkrom)、 情報室(mediatek)

があるが、理科実験室、家庭科室が な く、体育館は外部の施設を2校 で使用 している。

この学校はオスロで も外 国籍 の生徒が最 も多 い方で、約4割 の生徒が ノル ウェー語を第
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5番1階 二

6番2階=6A

7番2階=6B

工 芸 室

20番1階=作 業場A:5年 一

教 員図書室B:6年

C:4年

E:教 員 のためD:2年

の 情報室F:3年

G:1年_
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音楽室

メディア室

8番1階=5A

9番1階=5B

10番1階=5C

11番2階=4A

12番2階=4B

13番2階=4C

14番1階=2A

15番1階=2B

16番1階=2C

17番2階 二3B

18番2階=3A

19番2階=3C

図1

2言 語に している。パキス タン、ベ トナム、アラブ系の子が多 く、それ らの言語ができる

教員が配置 され て授業担当者を助けている。

教員は、各学級担 任に2、3人 の教員を加えた計5人 又は6人 の教員で学年の生徒を担

当す る。そのため、毎週2時 間打ち合わせの時間をと っている。障害 児や少数言語 の子な

ど特別の指導が必要 な子 も普段は普通の クラスに属す る。

各生徒の能力 ・発達段階に沿 った授業 という考え方が基本 にされ、一斉授業 は、なるべ

くしないように行政でも決めてお り、プロジ ェク ト、テーマを重視 して授業を してお り、

遊びが重要な役割 を果たす と考 えられ ている。

常時勤務の教師は週当た り25時 間の授業担 当のほか企画 ・打 ち合わせ ・研修 を5時 間、

合わせ て30時 間勤務す る。 この外 、年 間540時 間 自由に仕事 を し(以 上2っ の合計で は

1710時 間)、 年間合計1770時 間、勤務す る。学年は39週 間であ り1週45時 間の勤務である。

学校の管理運営に関す る組織 としては、 「調整委員会」が設 け られてい る。調整委員会

の:構成は、親代表が2名 、教員2名 、教員以外の職員1名 、 コミューネ代表1名 、校長1

名の7名 で構成され る。 この機関は、校長の助 言機関であるが、98/99年 度か らは決定権

を有す ることになっている。

調整委員会の委員長は、学校の職員以外か ら選ばれることになっており、現在はコミュー

ネ代表がな っている。
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地方 自治体代表は、議員 とは別 に、 コミューネ議会で会派の勢力比に応 じて各種の行政

分野の諸委員が任命 され 、そのうちの1っ と して学校へ の委員が定め られ ているものであ

る。

学校 には生徒の全父母で構成す る 「父母評議会」があ り、各学級では2名 の父母代表が

定め られ 、そのうち1名 がFAU(父 母評議会運営委員会)に 参加 して毎月1回 会合を し

ている。

調整委員会 は、学校予算の増額や教員増 、教育条件の整備な ど地方 自治体 に対す る要求

などを議題と して取 り上げている。

父母評議会や学校の調整委員会はもっと大局的 な学校の管理運営や予算、職員増 などに

っいて校長 に勧告 を した り、体育館 の増改築 などどち らか と言 うと地方 自治体に対す る要

求を扱 っているという。

親の学校や教員 に対す る要求や不満は、父母評議会や調整委員会 には出されず、校長 に

出されている、という。

見学 した1っ の授業は男性教員 の第1学 年 の学級だ った。生徒 は3週 間前、学校に入学

したばか りで、10迄 の数の学習で、大 きな丸に色を塗 った り、 「(イ ンデ ィア ンが)一 人、

二人、三人来 ま した」の歌 を歌 った りしてお り、数人づっ 向き合 う机 の配置だ った。

もう一っは、女性教員の社会科の授業であ った。9月14日 の国会議員選挙の直前だとい

うことで国会 にっいての勉強を していて、首相や大蔵大 臣、文部大臣など大 臣の名前 を挙

げていた。 もう一つのクラスと質問を出 し合 って競技 をす ることにな っているという。授

業生徒人数 は21人 で、机の配置は黒板に向か う一斉授業様式であ ったが、机 の問や前後が

広 々と した感 じであ った。

(三)ホ ル ム リア 中 学 校

ホル ム リア中学校(Holumuliaungdomsskole)は 、ルセチ ェル ン小学校 に隣接 してい

る。同校 を午前10時15分 頃訪 問 し、オース(Aas)校 長(男 性)及 び ロー ドジベル(女 性)の

応接 ・説明を受け、授業 を見学 し、生徒評議会役員生徒2人 と話 を した。

同校の1997/98学 年度の学級 ・生徒数、職員数は、次のとお りである。

生徒総数459名

第8-10学 年相当の外
国語生徒受け入れ学級

第8学 年6学 級

第9学 年5学 級

第10学 年7学 級

11名

161名

136名

151名

(第10学 年 に2名 の学級がある外は、同学年でも学級生徒数に若干の幅はあるが、各学級とも生徒数は23名 ～30名)
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学 校職 員 総数63名

校 長(rector)1名

副校 長(undervisningsinsp・ktφre・)2名

ロー ドジベ ル(radgivere)2名

教 員(1εerere)51名

助 手(skoleassistenter)3名

事務 職 員(sekret記rer)2名

警備 員(vaktmester)1名

清掃 員(renholder)1名

上 で 「ロー ドジベ ル」 とい う の は、助 言(rad)を 与 え る人(givere)と い う意 味 で あ

り、 ノル ウ ェー 語 一英 語 辞 典 で は"α4露6〆 と され て い る。 学 校 運 営 上 の役 割 と生 徒 に

対 す る助 言 を兼 ね る職 で あ る。((四)で 後述するロフスルー ド校のロー ドジベルの仕事、参照。)

同 校 は 、 外 国 語 を 母 語 と す る生 徒 が 約50%で あ る。 そ の た め 、 同 校 は"Ho1〃 漉 α

Sご1ZOO1,αS碗00!オ 加 面S齪 π加7α7π α紺6κ 勧7gα7Zゴ 伽 オぬ α6%〃%7α1ゴ 勿67Sめ"と 題 す る

「学 校要 覧 」 ない し 「学 園案 内」 に類す る文書 を英 文 で作 成 してい る。

校 長 と ロー ドジベ ル の説 明並 び に上 の文 書 に よ ると、 同校 の教 育 は 次 のよ うで あ る。

まず 、教 育 の重 点 は次 の点 にお い てい る。

⑧生徒 に 良い普 通教 育(generaleducation)を 与 え る。

⑫生徒 に安全 と豊 か な発達 を与 え る。

⑳生徒 に肯定 的 な 自己概 念(positiveself-concept)を 与 え る。

⑧生徒 に他 の諸 文化 を尊重 す るこ とを教 え る。

外 国か らの生徒 受 け 入れ 学級 は、外 国か らきたば か りの生 徒16人 まで に1年 間 、社 会科

と ノル ウ ェー語 を教 え る。 生徒 は、 そ の後 、通 常学 級 又 は他 の学校 に移 る。

この 外 に3つ の オ ル タナ テ ィブ学 級 が あ り、 そ の生 徒 は通 常 学 級 と重複 して い る。①

「地 域環 境 グルー プ」 は通 常 の課 程 に加 えて実 践的 な教育 を行 ってい る。② 「売店 営業 」

では 、8人 ～12人 の生徒 が 企画 、生産 、経 理 、販売 等 の売店 営業 の実 習 を12単 位時 間行 い 、

後 の18時 間は 通常 の学 習 を行 な う。③ 「メデ ィア ・音 楽 」で は 、 「セ ン ドル ・ホ ル ム リア

余暇 セ ン ター 」 とい う青 年 クラ ブ と協 同 して ビデオ及 び 音楽 の製 作 の一 部 を担 って い る。

これ に は12人 まで受 け 入れ る ことがで き る。

通 常 の学級 は、2つ の学 級 毎 に ノル ウ ェー語 、数学 、英 語 の3人 の正規 の教 員 を配 置 し、

そ の3人 の教 員 が そ の学級 ・生徒 にっ い て密 接 に協 同 して教 え てい る・授 業運 営 にお い て

は、い くっか の科 目にっい て、 「キ ャス リング ・モ デル」(ノ ル ウ ェー語 ではrokeringsmodelI

8))、 す なわ ち、2学 級 を合 わ せ て3っ の グルー プ に分 け 、各 科 目の教 員 は そ の3つ の グ

ルー プ全部 の授業 を持っ とい う方法 を採 ってい る,)
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また、5人 の特別教員、副校長及びロー ドジベルで協 同 して特別教育を行 なってい る。

例 えば、8週 間で4つ の数学の基本演算を習得 させ るために 目標 を立て、生徒 と父母が契

約 にサイ ンをす る。その間、生徒は他 の科 目のい くっかの授業か ら離れ るというや り方で

ある。

図書室 は、97/98年 度 か ら週に30時 間開け、生徒への貸 出、 プロジ ェク ト授業 、図書指

導 、教材収集、イ ンターネ ッ トなどを行 なう。

全生徒は ワープロとスプ レッ ド・シー トの教育を受けている。選択教科及び補助授業で

情報を行 なってお り、イ ンターネ ッ トに学校 のホーム ・ページを有 している。

当校 はプロジ ェク ト教育を何年 もや ってきた。秋の間は 「私た ちの街」 というプロジ ェ

ク ト教育をや り、春 には 「オープン ・イヴニ ング」 に至 るプロジ ェク トを行 な った。後者

では、第10学 年生が様 々な国の紹介、フォーク ・ダンス、民族衣装、民族の食事や展示を

行 ない、8年 生 と9年 生 は校庭で フォークダンスや木工作品の展示や いろいろな種類の催

しを し、両親や近所の人たちを招いた という。

正規の全教員は毎週1授 業 の間に生徒 と会話 を しなければな らないことに している。 ま

た、何人かの生徒 向けには生徒の興味を惹 く話題 を扱 う2人 の青年 を リーダー とす る 「会

話 グループ」を作 っている。

また、当校はブ リュッセルか ら資金を得ての 「コメニウス計画」 の取 り組みや他文化の

父親 グループの取 り組み、水泳の経験の ない他文化女子生徒 の水泳 コース などもしている。

見学 した授業 は、 どの授業 も落 ち着 いた なごやかな状態で行 なわれていた。

見学 した数学の授業は、上記の 「キ ャス リング ・モデル」 の一つの適用なのであろうか、

担当する2学 級生徒 を進度別に3っ のグループに分けて教 えていたが、 どうや ら進度別 に

3分 した一番遅れてい るグループのようで、第8学 年(13歳 生徒)で あるにもかかわ らず、

26+58等 の計算練習を していた。

なお、その教科書 に示されていた計算手順は次のように図式化 しうるものであ った。

26十58ニ(26-2)十(58十2)

=24十60

=(20十60)十4

=84

高等学校への進学 にっいて、校長 とロー ドジベルに質問 した。特 に大きな問題 はなく、

大半の生徒は中学校での助言を受けて概ね本人が納得 し志望する高校の学科に進学す るこ

とができている、また、受 け入れ高校の方でもそれ なりの対応を している、敢えていうと、

職業的学科 と結びっいた見習い養成所が、中学校側の希望に比べ て少ない、産業界の人材

要求というよりも教育的 に見て見習 い養成所が不足 している、ということであった。

生徒 とのインタビューには、 どち らも第10学 年で現在学校 の生徒評議会役員を している
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ウェルヴィン君 と生徒評議会役員を経験 した ことがあるゴクソエル君が応 じてくれた。ウェ

ルヴ ィン君は、オスロ市 の 「青年評議会」 の役員も している。物お じしない落 ち着いた態

度の子た ちで、次のように話 してくれた。青年評議会 は、オスロ市 の各学校の生徒評議会

代表50%と オスロ市内の青年 クラブの代表合わせ て59人 で構成 してお り、年に2回 会議を

す る。25人 の運営委員会 を選んで多いときには3週 ～6週 に1度 の割合で会合をもってい

る。

この委員会の主導で、①労働環境法で労働条件が定め られているが、それに相応す る生

徒の法律 の草案 を作 っている。 そのため学校の学習条件 を定めようとしている。 また、②

い じめやを どうや ってとめるか、児童家庭省と相談 して方針書作成のため審議を している。

また、学校の生徒に、い じめや喧嘩等 の紛争調停の方法 を教える講座 を開いている。 「街

で武器 を持たないように しよう」 というキ ャンペー ンのためTシ ャツを売 った りしている。

(四)ロ フスルー ド中学校

ロフスルー ド中学校(Lofsrudungdomsskole)は 、オスロ中央駅 の南南東約8km、

Lofsrudhφgda210,N-1281に あ り、ホルム リア中学校 の北東約3kmに 位置す る。 この

学校 を9月4日 正午過 ぎに訪ねた。

97年9月3日 現在、生徒 は521名 、学級数19、 第8学 年 はA～Gの7学 級、第9、10学

年は各 々A～Eの6学 級 、各学級の生徒数 は厳密に均等ではないが各 々24人 ～30人 、職員

は教員53名 と他11名 合わせて計64名 の学校である。

校長室で、 ビェル トネス(Bjertnes)校 長(女 性)か ら同中学校の教育の概要 にっいて、

メー ブリ ・サ ンダソ ン社会問題担当教員兼 ロー ドジベルか ら生活指導のや り方 にっいて、

ヨース ン ド進学問題担当ロー ドジベルか ら進路指導 にっ いて、それぞれ主 と して説明を受

けた。 その後、コー ド・ロシュラ ン副校長(男 性)の 案内で施設及び授業を見学 した。授業

見学の後 、学校の調整委員会委員であ り父母評議会委員長である トー レ・レーニ ンさんの

来校時刻 を見計 らって校長室 に戻 り、彼か ら父母評議会の活動にっいて説明を受けた。

以下、概ね この順で見聞をまとめ るが、校長 と両 ロー ドジベルか らは説明に際 してその

内容 に関す る文書(い ずれも ノルウ ェー語)の 提供 を得た。限 られた時間での説明よりも

明確 な部分もあるので、以下では、適宜それ らの邦訳を示 して見聞 ・質疑内容を補足す る。

(1)学 校 運 営 の 概 要

同校の教育の概要 については、校長か ら説 明を受けたが、その際、 「学校運営 の概要」

(ノルウェー語。A3判3頁)と 題す る文書を提供 しても らった。 これ は、同校1996/97

学年度 にっいてのもので あるが、97/98学 年度は97年8月 下旬か ら始 ま ったばか りであ っ
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たか ら当時か ら見て最新 の状況を述べた ものであ る。 まず 、その全文の訳 出によ って学校

の概況を示す。 なお、1997/98学 年度か らは、義務制就学が1年 早ま り、同中学校 には第

8学 年=13歳 か ら第10学 年二15歳 の生徒が在学 している。

ロフ スル ー ド中学 校1996/97学 年 度

学 校 運営 の概 要

0"67s謝o麗7〃 碗 朋oθ4s々01朋

ロフスルー ド校 は、18学 級 、各学年6学 級で生徒 は合計479名 、その中に26ケ 国か

らの138名 の少数言語(ノ ルウ ェー語以外 一訳注)の 生徒がいる。

教員は50名 、他に職員10名 がいる。

【授業組織】

第8学 年 と第9学 年では、授業はABCとDEFの2つ のテ ィームに分けて行 なわ

れ る。 ノル ウェー語、数学及 び英語の授業 は、それぞれ の科 目にっいて援助 グループ

とT-timeグ ループ(テ ーマ学習 グループ)が あるように3ク ラスづっ同 じように

設定されている。第二言語 としてのノル ウェー語 は、ノル ウェー語と同 じように設 け

られ ている。第7学 年では、97/98年 度 は2学 級づっで テ ィームを作 るとい う試行 を

している。 これ らの2学 級 に、1人 の数学教員、1人 のノルウ ェー語 と英語の教員が

っ く。後者は社会科、理科及びキ リス ト教 も教える。T-timeグ ループがノル ウェー

語、英語及び数学の時間 と同様に設け られている。

この学年 は1つ の 「キャス リング ・モデル」(前 出。原語rokeringsmodell)を 持 っ

てお り、この2学 級が、 ノル ウェー語、英語及び数学の時間には週 に2回 、3っ のグ

ループに分けられる。 このテ ィーム ・モデルは、1月 ない し2月 に評価 され ことになっ

ている。

学校 は、97年 指導要領 に向かう状況下でよい組織のあ り方を考えてさ らに仕事をす

すめなければ ならない。

【少数言語の生徒の授業】

当校は3っ の学年 全部に外 国語と してのノルウ ェー語 を設 けている。 また、語彙が

少な く、学習上の問題の理 由で科 目に困難を有 している少数言語 の生徒に対 しては、

通常のクラスに通うが、特 に少ないグループでノルウ ェー語、英語、数学、社会科及

び理科 の授業 を受 けるように してお り、そのような生徒 は教員の厚い フォローア ップ

を受ける。

【小学校から中学校への移行】

ロー ドジベルは、小学校 の教員か ら生徒の情報を入手する。 ロー ドジベルは、我 々
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及び ロフスルー ド校の関係者の父母評議会 に出席す る。彼 らは又、小学校の学級訪問

も行 なう。小学校 の学級は、5月 又は6月 にロフスルー ド校 を訪問す る。 ロー ドジベ

ルは、全ての情報が集め られた後で新 しい学級 を一緒 に設定す る。

【特別授業】

生徒企業

特別授業と して当校は、生徒企業を設けている。 これは、実践の中での多 く学ぶ必

要のある生徒 に対す る企業である。生徒は週 当た り4時 間、この科 目を受け る。企業

では、生徒は食べ物 を作 り、売 り、計算をす る。

選択科 目 ・売店

学校 は、8、9学 年に売店の選択科 目を提供 してい る。生徒 は売 られ る食品を大変

自由に作 る。

生徒 は、毎 日、大変 自由に乳製品やジ ュースを買うこともできる。

活動 日

学校は年に4日 の活動 日を持 ってい る。秋 に1日 ・自由スポーツ又は遠足 日、2月

に1日 ・冬季活動 日、初夏に遠足 、フ ッ トボール試合旅行 などのための2日 であ る。

新年 ダ ンス会 ・第7学 年祭 日

第9学 年 には新年 ダンス会が ある。第7学 年 には秋 に 「大親 睦会(enstor《bli

kjentmedhverandrefest》 。大 「相互に知 られ合 う祭」)が ある。

タ レン ト祭典(7滅6η 磁46ノ

わが校では、全生徒に対 して年に一度、 《タ レン ト祭典》 も行 なう。生徒たちは、

着飾 って互いに見せ合 う。私たちは、多様 な学級の中の最善 の要素を選ぶ。

アル コール ・ドラ ッグ授業

第8学 年には、青年期 と酔いをめ ぐって学級で継続的な授業 を伴 う若者 コースがあ

る。第8学 年 は、その関連 の中で大きな生徒評議 会又は父母評議会に組織 される。

朝の集会

学校は、各年 、何 回か朝の集会を行なう。ここで生徒は互いに選び合 う。 スポーツ

で、あるいは他の方法で優れた ことを示 した生徒は表彰 され る。

大変 自由な活動

しば しば、音楽が大変自由に演奏され、生徒委員会 は校外で演奏す る。

5月17日(訳 注:憲 法記念 日)

父母評議会運営委員会は、生徒 のため に特別朝食 を伴 う協 同行事を組織す る。

【父母 の活動】

ロフスルー ド校では、学校 と家庭 の間によい協同がある。毎秋 、学校の全学級のた

めの大父母評議会があ り、その後、各学級で会合がある。さ らに、各学級はク リスマ
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スの後で父母評議会を もっ。教員は年 に2回 、父母 と相談時間をもっ。

第9学 年 に対 しては、毎年1月 に生徒 とその保護者に対 して高等学校 に関す る会合

があ る。

学校のFAU(父 母評議会運営委員会)は 、大変積極的で活動的である。

【情報教育】

学校 は2単 位時間の情報の選択科 目を提供 している。 この学校は、5つ のこのよう

な選択 グループを有 してお り、っ まり、約80人 の生徒をカバー している。

第8学 年向けには今年 、全8年 生に対 して文書処理 コースを設けた。学校 の教員は

多 くの情報訓練を必要 としている。

(2)学 校 の 年 度 計 画

また、校長か ら 「ロフスルー ド校1997年 の活動計画 目標:成 長におけ る知識 と充実」

r71R1(SOMHE7'5Pム41VγIS/01V1(乙WNSκ14PO(}7〕1召 γSE乙1γEK∫Tノ と題す

る、表紙を含めてA4判8頁 の同校の教育計画文書の提供 を得た。

この作成手続 きは、各学年か ら1人 ずっ計3人 で計画作成 に責任 を負う教員集 団をっ く

り、一般 の教員 の意見 を踏 まえて提案を校長に出す。校長 は原案を作成 し、同校 に2っ あ

る教員の労働組合の代表との協議 を経て、父母評議会運営委員会 に提案 し、調整委員会 に

諮 って定めたという。

この学校の調整委員会は、校長、教員代表2名 、他の職員代表1名 、生徒代表1名 、親

代表1名 の合計6名 で構成 され ている。 なお、97年9月 時点では、学校運営の法的決定権

は校長にあ り、調整委員会は助言的機関 とされている。

また、労働組合のうちの一っ は大学の教員 なども入 ってい る組合で全国的な連合体 を形

成 してお り労働党との関係が深 い組合であ り、 もう一っは主に産業労働者が入 っている独

立的な組合であ る。

さて、上記 「活動計画」 は、5っ の 「努 力領域」(Innsatsonrade)か ら成 り、各努 力

領域毎 に一っ ない し複数の 「主要 目標」(Hovedmal)が 掲げ られ、この 目標毎 に、概ね

数個の得るべき 「結果 目標」(Resultatmal)、 それを実現す るための 「手段」(Tiltak)、

その責任者、期限が書 き込 まれている。 このような学校の計画 ・目標 ・手段の作成の様式

は、オスロ市の学校 に共通 と推定 され る。

次に、これ に挙げ られ てい る5っ の努力領域、主要 目標 ・その結果 目標を例示す る。

1997年 活 動計 画 ロフス ル ー ド中学 校

目標 成 長 にお け る知 識 と充 実

γ1R1(SOル πIETSP、 乙/1/V1997、 乙OFSノ ぞ乙ろ乙)S、κ0 .乙E
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γ15ソαVκ こ刀V/VS幽POG7R/γSEゐ1γEノ(S7'

(抄)

5つ の努 力領 域

①97年 学 習指 導 要領(1、.97)

② 適応 的 教育 、包合 的学 校(Tilpassetundervisning,enincliderendeskole)

③ 学校 に基礎 をお いた評価 ・職 員研修(Skolebasertvurdering/kollegaveiledning)

(注:直 訳すれば 「同僚職員指導」)

④ 収 容能 力の整 備(Tilrettelggingavkapasitet)

⑤ 父母 の協 同(Foreldresamarbeid)

(以上の番号は後の便宜上、○番号に変えた,,)

【主 要 目標 】学 校 は生 徒 用 図書 室 を よ く発 展 させ るこ と(上 記努 力 領域①)

〈結 果 目標 〉生徒 は 自分 の勉 学 で参 考 文献 を使 用 で き るよ うに な る こと。

[手 段 コ よ り多 くの参考 文 献 、新 聞 、辞 書 の買 い入 れ。 責任 者 、校 長 。期 限 、12

月。

[手 段]図 書 室用 パ ソ コ ンの取 り替 え。CDロ ム辞 書 の導 入。

〈結果 目標 〉図書 室 が時 間 を定 め て開 かれ るべ き こ と。

[手 段]図 書室 に 人 を配置 す る時 間 を定 め る。 責任 者 、校 長。 期 限 、6月 。

〈結果 目標 〉素 材文 書 の発 展

[手 段]最 新 の新 聞 を フ ァイルす る こと。 責任 者 、図 書担 当。 期 限 、12月 。

[手 段]学 科 に沿 った ビデ オ収集 、視聴 覚室 へ の設 置 。責 任者 、視聴 覚室 担 当。

期 限 、6月 。

【主要 目標】97年 学習指導要領の原則と方針 に沿 った学業をおこなうこと(努 力領域

①)

〈結果 目標 〉全学校 はプロジ ェク トを伴 う学業 を行 なうべ きこと。

[手段]そ れぞれの学級段階に一っのプロジェク ト。責任者、全員。期限、4月 。

[手段]そ れぞれ の学級段階に一っの環境教育プロジェク ト。責任者、全員。期

限、8月 。

【主要 目標】生徒は教科学習で実用的道具と して情報機械を使用できること。

〈結果 目標 〉生徒は文書取扱いを習得す ること。

[手段コ第8学 年生は、97年 春又は97年 秋に文書扱 いを伴 う学習 を少な くとも一

っ行 なわ なければ ならない。責任者、第8学 年教員。期限、12月 。

[手段]第8学 年生は文書処理課程 を履修す る。責任者、校長 ・教員。期限、12
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月。

〈結果 目標 〉教員は情報の訓練を受けなければな らない。

[手段]教 員 ・情報責任者に対す るイ ンターネ ッ ト及び他の プログラムの課程。

責任者、校長。期限、12月 。

【主要 目標】職員指導 と学校 に基礎 をおいた評価 を通 じて教育の準備 を し開発をす る

こと。(努 力領域③)

〈結果 目標 〉準備 と問題解決 にために互いに助言 をす ること。

[手段]必 要 に応 じて学年で職員研修(同 僚指導)を 行 なうこと。責任者、学年

主任。期限、12月 。

〈結果 目標 〉学校 は、プロジ ェク ト授業の発展 を追求す ること。

[手段]プ ロジェク トと結びっ いた評価がなされ なければならない。責任者、校

長 ・全員。期限4月 ～8月 。

(3)ロ ー ドジベ ル(radgivere)

先の文書中 にも出ている 「ロー ドジベル」("勉4⑳6γ 〆 ノは、ホルム リア中学校 に

も2名 置かれていたが、ノルウェーの中学校で学校運営上重要 な役割を果たす職種である。

ロフスルー ド中学校 には2名 配置 され てお り、うち1名 は進路問題担当(男 性)、 もう1人

(女性)は"soε 勿卜姥78綱 〆 と兼任 であ った。両中学校の職員人数表では一般 の教員 と区

別 して示 され ているが、 ロー ドジベルは授業 も何時間か持っ ということであ った。

"
sos∫α卜舵767η〆 というのは、教科教育ではな く生活指導上 の問題で生徒 を指導す る

教員であ って、 「生活指導教員」 とでも訳すのが適切 な職務であ り、各学校に1名 は配置

されているという。

次に訳 出す るのは、 この生活指導教員兼務の ロー ドジベルであるサ ンダソンさんか ら提

供 しても らった彼女の職務課題の一覧である。

ロフスルー ド校 における生活指導教員兼 ロー ドジベルの課題

SOSIAL-L/ERERNES/RADGIVERNESOPPGAVERVEDLOFSRUDSKOLE

1.科 目間の会議の召集 と参加

会議の記録

会議で合意 された ことのフォローア ップ

2・ 父母評議会 ・報告会議及び学校 の必要事項が見つけ られ るようなテ ィー ム会議へ

の参加
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0
0

遵
4

5.

6.

学級運営 に伴う審議事項におけ る家庭との交渉(Kontakt)

社会的 ・医学的研究者、教授学的 ・心理学的機関、児童保護、社会福祉事務所、

余暇 クラブ、警察及び精神病対応機関との協 同

勉学上の又は社会的 な特別の保護を要す る生徒(障 害児では ない。)の フォロー・

ア ップ

生徒の援助 ・支援事業の実行及び維持継続に対す る協同責任

7.学 校 内外 におけるオルタナテ ィブ授業の設定と維持継続

8.選 択科 目時間の設定。選択科 目と しての労働生 活学 習。選択科 目教員 との交 渉

(Kontakt)。 全生徒及び保護者に対す る履修指導(Orientering)。

9,小 学校 ・中学校間の移行(Overgang)。 小学校 との協 同(訳 注:こ の中学校へ

は、3つ の小学校か らの生徒が進学 して くる)。

10.中 学校 ・高等学校間の移行。高等学校との協 同。

(4)高 等 学 校 へ の 進 学 指 導

また、高等学校進学担 当ロー ドジベルの ヨース ン ドさんか ら中学校卒業後の制度にっい

て説明を受けた。これに関 しては、概ね拙稿前編 に示 した とお りであり、高等学校は大 き

く13の 基礎 コース(学 科)に 分かれてお り、この内、3っ は高等教育 に進学す るコースで3

年制、残 りの10の コースは職業資格取得をめ ざす ものであ り、就学年限は4年 であ りこの

間 に職業 見習い実習も行 なう。94年 教 育改 革で生徒 は義務教育修 了後3年 間 の高校教 育

(障害者は5年 間)を 受ける権利が保障 されている。

彼か らは、さ らに進学指導の概要にっいて説明を受けた。その際、提供 された高等学校

への進学指導計画を次に訳 出 して示す。

基礎学校か ら高等学校への進学に関するロー ドジベルの業務計画

FRAMDRIFTSPLANFORRADGIVER

VEDR。OVERGANGGRUNNSKOLE/VIDEREGAENDESKOLE

1.第9学 年の学級テ ィーム主任、第9学 年の父母評議会、及び第9学 年 の全学級 に

業務計画を示す。(9月)

2,ロ ー ドジベルは、全生徒 と対話をす る(2人 ずっ)。(9月 、10月 、11月)

3.ロ ー ドジベルは、全学級に行 き、冊子 「様 々な教育」 を配布 し、生徒 にその特徴

及び要点に関す る情報の活用法、94年 教育改革及び進学申込書類記入法(3課 程

希望、2校)に 関 して教え る。(9月 、10月)

4.ロ ー ドジベルは、全学級に行き、冊子 「オスロの高等学校の情報」 を配布 し、 ど
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んな可能性があるか にっいて少 し話す。(11月 、12月)

5.ロ ー ドジベルは、生徒及び可能な らその保護者 と新た な対話をす る。(12月 、1

月)

6.大 集会(保 護者たち及び生徒たち)。 ソグン、ノル トス トラン ド、ランベルセテ

ル、マ ング レル ド及び ウルスル ド各校 の教 員が生徒及び保護者に 自分の学校にっ

いて説明す る。(1月 末)

7.5、6、 と並行 して、私た ちが援助す ることが必要 な生徒 のいずれ にっいても、

教員、生徒、保護者 、校長及び市教育庁教授学 ・心理学事務所 の話 し合いが行 な

われ る。(2月1日 迄に)

8.ソ グン高等学校訪 問(「 オー プン ・デイ」)。(1月)

9.ノ ル トス トラ ン ド、ランベルセテルその他 の高等学校訪問。(2月 、3月)

10.軍 隊訪問?教 育に対す るどのような可能性があるか?(3月)

11.ロ ー ドジベルは生徒 の進学申請書の下書 きを助ける。下書 きの完了。(3月15日)

12.ロ ー ドジベルは生徒 とともに3月25日 迄に高等学校進学 申請書を書 き上げ る。

13.ロ ー ドジベルは、奨学金 ・貸与奨学金 にっいて説明す る。(5月 、6月)

14.ロ ー ドジベルは、全ての生徒が卒業証書 とともに 「フ ォロー ・ア ップ ・サー ビス」

("の ρ∫φ49碗8吻伽θ吻 η"ノ にっいての書類を書 くことを確保す る。

以上について若干補足説 明をす る。

まず、文書の標題 にあ る 「基礎学校」 という語であるが、場合 によって小学校 と中学校

をまとめ て 「基礎学校」(grunnskole)と いう言い方がされ ている。 また、小学校 と中

学校の両課程を有す る学校が相 当比で存在す る。

次 に、上記 「1」 に関 して、 ヨース ン ドさんは私た ちが訪問 した この 日、9月4日 、父

母への説明会を行なったところであ った という。

また、 「学級テ ィーム主任」 というのは、当ロフスルー ド校で も、先のホルム リア校で

も、例えば、同一学年 の学級A、B、Cの 学級 を一つのテ ィーム、D、E、Fを もう一つの

テ ィームというように、同一学年に複数のテ ィームを作 っている。 日本の学年主任 よ りも

もう少 し小 さい単位で置かれ ていることになる。

「6」 の説明会では、13の 基礎 コースの代表が各 コースの内容を説明す るという。 ここ

に挙げ られ ている高等学校 は、 ソグン校は職業科だけ、ノル トス トラン ド校 とウルスル ド

校 は普通科 、ラ ンベルセテル校 とマ ング レル ド校 は普通科 と職業科 を有す る。 ソグン高校

だけは この中学校 か ら約24km離 れているが、その他 の学校はいずれ もロフスルー ド校 に

最近接の高等学校 である。

「14」の 「フ ォロー ・ア ップ ・サー ビス」("OPPfφlgingstjenesten")と いうのは、
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94年 教育改革で導入された制度であり、高校中退 ・不登校 などで学校制度から外れて しまっ

た若者を指導 をす る制度であ る9)。

(5)学 校 の 予 算 ・施 設 設 備

この学校 の予算の支出は、97年 度で年間1570万 ノルウェー ・クローネである。当時の レー

ト(1ノ ル ウェー ・クローネ(NOK)は 約16.8円)で 計算す ると約2520万 円である。 この

中には教職 員給与1450万NOKが 含 まれ ている。学校予算は校長 が行政機関 と相談 して作

成 し、最後に調整委員会に諮 って決定す るという。学校が定めるのは管理運営費のみで あ

り、建設費等は別である。

同校 には、6棟 の校舎とその間の広場 を蔽 う、開閉装置のつ いた大 きなガラス屋根が あ

り暖かい。 しか し、暖房にも開閉にも経費がかかる。1988年 に建設 した この学校 の建設費

は8800万NOKで あ った。校舎は2階 建 てで障害者のため にエ レベー ターが設置 され てい

る。

この学校は、18学 級用に建て られており、今は19学 級 となってい るので少 し狭 い。特別

の教室 と しては、実験室1、 調理室1、 美術 ・工芸室4、 情報処理室大小各1、 音楽室1、

図書室1な どがある。2っ の教室毎に入 り口が一っ 、 トイ レが一っ作 られてお り便利にな っ

ている。 しか し、この学校 には小人数教室(7人 くらいまで用)が ないので発音教室、歯

科医の事務所 、心理学担当者の相談室 、会議室 などを相談 し合 って小人数用教育と共用 し

ている。体育館 は仮設で2っ あ って、校舎か ら離れ ている。歯科医は近隣の学校と合わせ

て学校歯科医が配置されてお り、その事務室が この学校にあ る。小人数教室不足の問題 は

近 くにもう一っ中学校 を建設中でそれ で解決す ることにな っている。職員室の感 じは多 く

の 日本の中学校 の職員室に似ていたが、それ とは別 に快適でゆ った りと した感 じの教職員

が休憩 した り食事 をす る部屋が別にあ った(こ れはホルム リア校 にも、見学 した他の どの

小学校、高等学校 にもあ った)。

(6)授 業 な ど

授業 見学は、まず、シルベー ・キスケ ドゴールさんの ノルウェー語の授業 と英語の授業

を見学 した。彼女は、 ノル ウェー語、英語、フラ ンス語、 ドイツ語 を教 えているという。

ノルウェー語の授業では視力の悪い女生徒が1人 お り、教室 にその生徒用の カメラ、モニ

ター、パ ソコンが設置され ていた。キスケ ドゴールさんによると、外国出身の生徒もい る

が ノルウ ェー語の遅れている生徒は2人 であるという。見学 した第10学 年 のノルウェー語

の授業 は、文学史の 自然主義の勉強であ り、この 日に見学 した授業の内容は生徒が 自分で

調べた内容を発表する授業であ った。時間の都合上、見学は しなか ったが、演劇 のような

形で行なうことや 「ラ ップ」 の調子で歌 うこと予定 しているということであ った。
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見学 した10年 生の英語の授業は、通常は30人 で行な っているが、この 日の授業は2っ に

分けてお り15人 で行なわれ ていた。黒板 には英語で次の課題が書かれていた。

①ReadthetextAskingOut

②Checkthestory

③Closeyourbooks

④Tellthestorybythehelpofthepictures

生徒 は英語とノル ウェー語の対応 ノー トを作 っていた。

もう一つ、副校長の案内で別の第10学 年 ノル ウェー語文法の授業 の 「とび入 り」見学を

した。母親が 日本人の女子生徒 もいた。授業終了後の担 当教員 の話 では、中学生は反抗期

で親や学校に反抗的 な行動 も見 られ る、 この学校ではそれほ ど大 きな問題 はない。彼がい

ま教えている学級 もそれほ ど問題はないが 、中学校修了時に試験があ り、進学ではその成

績が問題になる、それで生徒は緊張 している。 ノルウェー語には、オスロの方言に近いボ ッ

クモールと西ノルウェーの方言に近 いニーノルスクがあ り、義務教育では どち らも書け る

ようにな らなければ ならないが、ニーノルスクの学習に反抗的な生徒が いるという。

なお、一例 と して第9学 年B組 の時間割 を挙げると、次の表IIの とお りである。

表IIロ フスルー ド中学校第9学 年B組 の時間割(1997/98年 度)

9B 月 火 水 木 金

8:15 選択教科 体育 ROK

9:05 選択教科 体育 ROK ROK (不 明)

10:00 学級会 ROK ROK ROK 選択教科

10:55 木工 ROK ROK ノル ウェー語 選択教科

12:10 芸術 ROK ノルウ ェー語 社会科
1理科
1音 楽

13:05 体育 理科
生活指導 理科 瘤 楽

:
社会科・キ リス ト教

14:00 選択教科 社会科 選択教科
生活指導
・キ リス ト教

14:45 選択教科

注 ①表中のROKはrokeringsmodell(英 語:castlingmodel>。 本文及びホルムリア中学校の記述および注8)

参照のこと。この学級の生徒は3っ に分かれてそれぞれ他学級の生徒とグループを形成する。

②選択教科としては、オスロ市教育部は、1>ド イツ語、フランス語又はフィンラン ド語、2)上 級の ドイツ

語、フランス語又はフィンランド語、3)実 践的プロジェク ト学習を挙げているが、当校で何を置いている

かは未確認。

(7)父 母 評 議 会 の 活 動

父母評議会にっ いては、父母評議会の代表であり、その資格で学校の調整委員会 の委員

にもなっている トー レ ・レーニ ン(ToreRφnning)さ んか ら話 を聞 くことがで きた。
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父母評議会の構成等は、概ね、本稿(一)の(3)に 記述のとお りであ った。付け加えれば、

進学年が始 まった とき各学級で2人 親の代表を選び、そのうちの1人 が全校 の父母評議会

運営委員会の委員 になる、 したが って この学校の委員会は19名 で構成 されている。 この委

員会の議事録は毎回出 している。 父母評議会は、年 に3回 、学校が召集する。父母評議会

運営委員会は毎 月第1火 曜 日、夕 方に2時 間 くらい開催 している。委員会の義務 と してそ

の決定を文書や電話で各親 に伝えている。それ以外 にも特別の会議を した り親 と連絡を取

り合 った りしている。 この学校の父母評議会 ない しその運営委員会の活動内容については

次のように説明された。

父母評議会では、①放課後、子どもが望 ましくないことをす るのを防 ぐ対策、②教育 に

関す る政治 ・政策の学習 ・検討、③体育館の設置推進の3っ の課題にとり組んでいる。

道を調べて交通事故対策 を考えた。

5月17日 の憲法記念 日には学校 に生徒を集めて朝食を振 る舞 いそれか らパ レー ドに参加

させた。

地域に13歳 ～22歳 の青年が参加す る青年 クラブがある。その活動は、毎週金曜 日の夜7

時～11時 に行なわれ ている。100人 ～200人 くらいの若者が集 まる。デ ィスコや ビリヤー ド、

映画、本の朗読などを行なっている。オスロ市の職員とそのほかに4、5人 が指導に当た っ

ている。禁酒や建物の中での禁煙 、宿泊 には親の許可を必要 とす るな どのきまりがあ る。

地元の若者 というよ りは外部か らの若者が邪魔をす ることがあ った りして、時に喧嘩 な ど

があるのでそれ を防 ぐために親が 当番で携帯電話を持 って見守 りに歩 き、必要 な場合は警

察や コミュー ンの青年担当と連絡 をとった りしている。親 は、9時 ～12時30分 、当番で見

守る。

スポーツにっ いては、地域のスポー ツ ・クラブがこの青年 クラブとはまた別にある。 ロ

フスルー ド中学校の生徒もアイスホ ッケー、ハ ン ドボール、サ ッカーのクラブを作 ってい

て参加 している。

教育政 治 ・政策 に関 しては、97年 改革 を検討 して学習指導要領が変わ り、親の機関の権

限が拡大 した ことが判 ったので、それに関す る意見を出 した。

教育改革の結果 、親 の発意で文化祭ができることがわか ったので、職員 と協 力 して97年

4月17日(木 曜 日)の 午後、12の 文化圏にまとめて、出店、料理 、音楽、展示 などで、そ

れぞれの出身国 ・地域の文化 を紹介する文化祭をや った。およそ1000人 が集まり大成功だ っ

た(掲 示場にこのときの写真がパネルに して飾 ってあ った。)

政治家 に働 きかけて、通学に必要 なバスの本数を増や しても らった。

父母評議会 として特 に力を入れ てきたのは、体育館の設置である。法では設置が義務づ

け られてお り、10年 間働 きかけてきたのにできていなか った。それで、父母評議会は怒 っ

て生徒のス トライキをお こな った。始めは、1カ 月毎 に1日 、生徒を休 ませた。 これには
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99%の 親が賛成 した。それでも体育館設置 を約束 しなか ったので2カ 月毎 に1週 間休 ませ

るという方針を取 った。2回 目も実行 した ら、2回 目にオスロ市教育部か ら手紙が きて、

山の中に体育館を作 ることが決まるとともに、500万NOKで 仮設の体育館を作 って もらっ

た。 山の中の本式の体育館は、以前 にあ った山の中にあ った体育館 を改造 してあと14日 で

完成す る。 これ は他校 と共用する。

なお、校長は、このような 「ス トライキ」 とい うようなことは非常に例外的ではあ ると

付け加えた。校長は、雇用者側 ・行政側であるので抑制す る立場で振 る舞 ったが、親には

「ス トライキ」 を しても害 の少ない 日を選ぶ よう勧めたという。

まとめに代えて

① 上述 した学校が ノルウ ェーの平均的 な学校ではないが、外 国か らの子 どもたちを多数

受け入れ、 しか も見 られ る限 り和やか に教育が行 なわれ ていたのは、心暖 まる気が した。

②生徒数 ・学級数に対す る教職員 は、多数の外 国か らの生徒数を考慮 しても、わが 国よ

りもは るかに多 く配置 され ていると言え よう10)。 また、教室 な どの施 設 も豊か と見受 け

られ た。

③教授 ・指導方法では 「キ ャス リング ・モデル」の学習 グルー プ編成やプロジ ェク ト法

など大胆 な工夫 ・試みが行 なわれ ているようである。その意義や学習 ・教育の内容 ・水準、

進路指導の実態等は今後調査研究 してゆきたい。

④生徒や親の学校 ・教員 に対す る要求や不満 とそれへの対処はよ く判 らなか ったが、限

られた見聞による限 り父母評議会の位置づけや学校のそれへの対応は、開放的に思われた。

⑤中学校の生徒会が学外の青年協議会 に参加 していることやその活動 内容、生徒会委員

の態度 な どか らは、市の教育部や学校が青少年の 自治的能力を相応に認め、かっそれ を育

成 しようと していることが感 じと られた。

⑥遠方の外 国の しかも言葉 も通 じず始めて訪ねた一介の大学教員 あるいは短期大学教員

である私たちの限 られた時間内での訪問 に対 して、充分な見学 の機会 と豊富な資料の提供、

心のこもった応接を していただいた ことは、ノルウェーの教育研究の初心者である私 にとっ

て最大の喜びであり励 ま しであ った。
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注

1)本 稿 の記述 におけ る学校 ・教育行政機関訪問

は 、1997年9月1日(月)関 西空港発 フ ィンラ

ン ド経 由、同 月13日 関西空港帰着の 日程で 、京

都府立大学教授宮嶋邦 明氏 とともに行 な った ス

ウ ェー デ ン、 ノルウ ェーの教育 見学 ・調査旅行

の一環 である。本誌前号第17号(97年12月 発 行)

で は、この旅行 を踏 まえて 「スウ ェー デ ンの高

等学校」 を発表 した。

これ らの研究 は、拙稿 「子 どもの権利条約 と

諸 国の先進的動 向 ・制度 フ ィンラ ン ド、フ

ラ ンス、 ドイ ツの例 を参考 に 」(望 月彰 ・

土 屋基 規編 著 『いの ち の重み を受 け とめて』

(神戸新 聞総 合出版 セ ンター ・1997年 、所収)

と ともに、子 どもの権利 ・福祉 ・環境重視 の北

欧 諸国の教育への関心 に基 づ くものである。

2)英 語 で は"腕6Ac'R♂ α!加g如E4鷹 α 曜々

αη47'πα∫η醜g"を 当て ている。

CSLOKO㎜Skoleslefen(オ スロ市教育長),

S'α7 η々gSc彪oo',Oslo:1997.P.2.

なお 、以下、 ノル ウェーの学校、行政機 関作

成の英文資料 による場合で、 ノル ウェー語 を確

認で きてい ない語は 、さ しあた り英語で示 して

お く。

3)以 下 、注4)添 付箇所 まで は、下記 による。

TheNorwegianMinistryofEducation,

ResearchandChurchAffaires,

R40η η977'加Coη ψz`1so7ツSclzoo1飽 プ0朋,

Oslo:1996.p.3,p.9.

4)こ の 段 落 は 、S!α7'腕gS漉oo1,p.16.

に よ る。

5)1ヒ6プ07η297,P.9

6)ε'〃'!〃zg501zoo!,P.17.

7)S'α7々 ηgSclzoo!,P,9.

8)当 地 の学校の英訳文書で は"6α ∫〃加g枷481"

の 語 が当 て られてお り、"oαs!伽g"は 、 チ ェ

スにおけ る用語で次の ように説明 されて いるの

で、本稿ではその ニ ュア ンスを生か して 「キ ャ

ス リング ・モ デル」の語 を当てることに した。

「cαs〃加g《 チ ェス》キ ャス リング、王(king)

の 入 場(王 と左右 の ルー ク(rook)の 間 の駒 が

出払 って しまい、 しか も王 とルークが一度 も動

いていない時 、ルークを王 の隣 に動かす のを一

手で行 なう方法;た だ し、checkが か け られ て

いるときは行 なうことはできない。」(研 究社

『新英和大辞典』第5版 、1980年)

9)拙 稿 ・本誌第16号 「ノル ウェーの学校教育」、

参照 。

10)こ の点 に関 して、表IIIの 大 阪府 の教職員定員

基 準表及び次の大 阪府羽 曳野市 立高鷲 中学校 の

実例 と、本稿 で述べた ノル ウェーの小 、中学校

の生徒数 ・教員数 とを比較 され たい。

1997年 度 大阪府羽曳野市立高鷲中学校

生徒数468名

学 級数14学 級(通 常学級12、 障害 児学級2)

教 職員総数33名(校 長 ・教 員29、 他4)

内 訳 校長1、 教諭25(12学 級 定数20、

障 害児学級担 当2、 進路加配1、 テ ィー ム

テ ィーチ ング加配1、 生活指 導1)、 講師

2、 養護教 諭1、 事 務職員2(府 定 数1、

市 単費負担1)、 作業員2。

一1998年9月28日 一
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表III1998年 度 小 ・中学校学級規模別教職員定員配分基準表(大 阪府教育委員会)

学校規模 小 学 校 中 学 校

(学級数) 校長 ・教員 養護 事務 計 校長 ・教員 養護 事務 計

1 4 1 1 6 5 1 1 7

2 5 1 1 7 7 1 1 9

3 6 1 1 8 9 1 1 11

4 7 1 1 9 10 1 1 12

5 8 1 1 10 11 1 1 13

6 10 1 1 12 13 1 1 15

7 11 1 1 13 14 1 1 16

8 12 1 1 14 15 1 1 17

9 13 1 1 15 17 1 1 19

10 14 1 1 16 18 1 1 20

11 15 1 1 17 19 1 1 21

12 16 1 1 18 21 1 1 23

13 17 1 1 19 22 1 1 24

14 18 1 1 20 23 1 1 25

15 19 1 1 21 25 1 1 27

16 20 1 1 22 26 1 1 28

17 21 1 1 23 28 1 1 30

18 22 1 1 24 29 1 1 31

19 24 1 1 26 31 1 1 33

20 25 1 1 27 32 1 1 34

21 26 1 1 28 34 1 2 37

22 27 1 1 29 36 1 2 39

23 28 1 1 30 37 1 2 40

24 29 1 1 31 38 1 2 41

25 30 1 1 32 40 1 2 43

26 31 1 1 33 41 1 2 44

27 32 1 2 35 43 1 2 46

28 33 1 2 35 44 1 2 47

29 34 1 2 37 46 1 2 49

30 35 2 2 39 47 2 2 51

31 36 2 2 40 49 2 2 53

32 37 2 2 41 50 2 2 54

33 38 2 2 42 52 2 2 56

34 39 2 2 43 53 2 2 57

35 40 2 2 44 55 2 2 59

36 42 2 2 46 56 2 2 60

37 43 2 2 47 57 2 2 61
38 44 2 2 48 58 2 2 62

39 45 2 2 49 59 2 2 63

40 46 2 2 50 61 2 2 65

*な お、21学 級 以上の小 ・中学校に1名 の大規模校加配。30学 級以上の小学校に1名 、30学 級以上の中学校に複数
の生徒指導主事が配置されます。

*た だ し、大規模校加配は、大阪市を除きます。
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